
脳卒中の主な症状
❶
❷
❸
❹

半身が麻痺する･呂律が回らなくなる　
意識･反応が悪くなる　
半身のしびれが生じる　
頭痛･嘔吐･めまいが生じる

→症状が急に起こるのが特徴 →❶～❹の症状は多くの場合、数週～
　数ヶ月の期間で進行するのが特徴

脳腫瘍の主な症状
❶
❷
❸
❹

頭痛
記憶障害･人格変化
視力･視野の悪化、複視
半身の麻痺あるいはしびれ
半身のけいれん

脳
神
経
外
科
が
治
療
す
る
主
な
疾
患

特 集 2

●
脳
腫
瘍

　脊
椎
・
脊
髄
疾
患
で
最
も
多
い
症
状
は
、
首
・
背
中
・

腰
・
四
肢
の
し
び
れ
、
痛
み
、
四
肢
の
麻
痺
あ
る
い

は
歩
行
障
害
で
す
。
一
般
的
に
、
脳
の
疾
患
で
は
半

身
片
側
に
症
状
が
出
や
す
い
の
に
対
し
、
脊
椎
・
脊

髄
の
疾
患
で
は
両
上
肢
あ
る
い
は
両
下
肢
の
症
状
を

呈
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
脊
椎
・
脊
髄
疾
患
と
い
っ

て
も
、
脊
椎
（
＝
せ
ぼ
ね
）
に
問
題
が
あ
る
場
合
と
、

脊
髄
（
＝
神
経
の
塊
）
に
問
題
が
あ
る
場
合
と
で
は

治
療
法
が
異
な
り
ま
す
。

●
脊
椎
・
脊
髄
疾
患

　中
枢
神
経
系
の
細
菌
感
染
の
中
で
、
脳
内
に
膿
を

形
成
す
る
脳
膿
瘍
が
あ
り
ま
す
。
膿
瘍
の
サ
イ
ズ
が

小
さ
い
場
合
は
抗
菌
剤
で
治
療
し
ま
す
が
、
大
き
い

場
合
は
抗
菌
剤
の
効
き
が
悪
く
な
る
た
め
、
膿
瘍
の

膜
を
切
開
し
量
を
減
ら
し
、
抗
菌
剤
の
効
き
を
よ
く

す
る
手
術
を
行
い
ま
す
。

●
脳
の
細
菌
感
染

●
頭
部
外
傷

　交
通
事
故
に
よ
る
頭
部
外
傷
、
高
所
か
ら
の
転
落
・

墜
落
に
よ
る
頭
部
外
傷
は
、
一
般
的
に
生
命
の
危
険

を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
1
分
1
秒
を
争
う
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
家
庭
内
の
怪
我
で
も
、
打
ち
所
が

悪
か
っ
た
り
、
飲
酒
後
で
あ
っ
た
り
、「
血
液
サ
ラ
サ

ラ
の
お
薬
」
を
内
服
中
の
場
合
に
は
重
篤
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
多
い
疾
患
と
し

て
、
頭
部
に
軽
い
打
撲
を
し
て
か
ら
数
ヶ
月
後
、
頭

蓋
内
に
血
液
が
じ
わ
じ
わ
と
貯
留
し
、
半
身
麻
痺
・

歩
行
障
害
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
「
慢
性
硬
膜
下
血

腫
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
怪
我
の
後
も
注
意
が
必
要

で
す
。
手
術
は
血
の
塊
を
取
り
除
く
内
容
が
多
い
で

す
。

いなます・じょうじ
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　髄
液
量
が
少
な
す
ぎ
る
場
合
（
脳
脊
髄
液
減
少
症
）

あ
る
い
は
多
す
ぎ
る
場
合
（
水
頭
症
）
に
治
療
を
行

い
ま
す
。
水
頭
症
は
、
細
い
シ
リ
コ
ン
チ
ュ
ー
ブ
を

挿
入
し
髄
液
を
体
内
の
別
の
場
所
へ
流
す
シ
ャ
ン
ト

術
が
主
流
で
す
。

　な
お
、
髄
液
そ
の
も
の
の
疾
患
（
髄
膜
炎
な
ど
）

は
主
に
脳
神
経
内
科
が
治
療
し
ま
す
。

●
液
量
に
関
連
す
る
疾
患

●
脳
卒
中
（
急
性
期
）

　脳
血
管
の
疾
患
で
急
に
発
症
す
る
も
の
を
一
般
的

に
脳
卒
中
と
呼
び
ま
す
。
原
因
別
に
み
る
と
、
脳
血

管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
疾
患
（
脳
梗
塞
）
と
切
れ
て

し
ま
う
疾
患
（
脳
内
出
血
・
く
も
膜
下
出
血
）
と
に

分
け
ら
れ
ま
す
（
図
3
）。

　代
表
的
な
症
状
と
し
て
は
、①
急
に
半
身
が
麻
痺

す
る
・
呂
律
が
回
ら
な
く
な
る
、②
急
に
意
識
・
反

応
が
悪
く
な
る
、③
急
に
半
身
の
し
び
れ
が
生
じ
る
、

④
急
に
頭
痛
・
嘔
吐
・
め
ま
い
が
生
じ
る
な
ど
で
す
。

脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
の
多
く
は
救
急
車
で
来
院
し
ま

す
。
救
急
医
が
最
初
に
診
療
に
当
た
り
、
脳
神
経
外

科
医
は
脳
神
経
内
科
医
と
脳
卒
中
チ
ー
ム
を
形
成

し
、
病
態
に
応
じ
て
適
切
な
治
療
が
速
や
か
に
開
始

で
き
る
よ
う
な
診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
脳
梗
塞
急
性
期
（
発
症
後
6
〜
24
時
間
以
内
）

で
中
等
症
〜
重
症
か
つ
適
応
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
対

し
て
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
機
械
的
血
栓
回
収
療
法
）

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
梗
塞
の

発
症
を
予
防
す
る
目
的
で
の
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。

（
例
え
ば
頸
動
脈
狭
窄
症
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
＝

ス
テ
ン
ト
治
療
な
ど
）。

膜
を
切
開
し
量
を
減
ら
し
、
抗
菌
剤
の
効
き
を
よ
く

す
る
手
術
を
行
い
ま
す
。

くも膜下出血脳出血脳梗塞

動脈瘤

血栓

くも膜

脳の表面の大きな血管に
できたこぶ（動脈瘤）が破
れて、くも膜の下に出血
します。

脳内の細かい血管が破れて
出血し、脳を壊したり圧迫
したりします。

脳の血管が詰まり血流が
低下し、酸素や栄養が不
足することで神経細胞が
壊死します。

　脳
は
他
の
臓
器
に
比
べ
て
腫
瘍
は
生
じ
に
く
い
で

す
が
、
国
内
の
年
間
脳
腫
瘍
発
生
数
は
約
2
万
人
と

決
し
て
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脳
腫
瘍
で
特
徴
的

な
の
は
良
性
腫
瘍
が
大
半
（
約
70
％
）
を
占
め
る
こ

と
で
す
。
脳
腫
瘍
の
症
状
は
、
腫
瘍
の
発
生
場
所
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、
脳
卒
中
と
比
べ
る

と
徐
々
に
症
状
が
出
現
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　脳
腫
瘍
の
代
表
的
な
症
状
と
し
て
は
、①
頭
痛
、②

記
憶
障
害
・
人
格
変
化
、③
視
力
・
視
野
の
悪
化
、

複
視
（
も
の
が
ダ
ブ
っ
て
み
え
る
）、④
半
身
の
麻
痺

あ
る
い
は
し
び
れ
、⑤
半
身
の
け
い
れ
ん
な
ど
で
す
。

⑤
以
外
の
症
状
は
、
多
く
の
場
合
数
週
〜
数
ヶ
月
の

期
間
で
進
行
し
ま
す
。
も
し
、
上
記
症
状
に
該
当
す

る
場
合
、
お
近
く
の
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
い
た
だ

き
、
脳
神
経
外
科
を
受
診
し
た
方
が
良
い
か
ど
う
か

相
談
さ
れ
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

脳
腫
瘍
の
手
術
は
従
来
手
術
用
顕
微
鏡
で
行
う
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
近
年
で
は
よ
り
小
さ
な
創

で
済
む
内
視
鏡
手
術
も
発
達
し
、
当
院
で
も
汎
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
術
中
の
出
血
量
を
少
な
く
す
る
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
を
術
前
に
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き
ず

医療業は人と人を結ぶ究極
のサービス業と思っていま
す（service＝元 来、神 へ
の奉仕という意味）。お客
様＝患者さんが「当科で治
療を受けて良かった、○○
医師に会えて良かった」と
感じて頂けるよう、最上の
サービスを提供出来るよう
日々心がけておりますの
で、ご愛顧の程よろしくお
願い申し上げます。

医療業は人と人を結ぶ究極
のサービス業と思っていま
す（service＝元 来、神 へ
の奉仕という意味）。お客
様＝患者さんが「当科で治
療を受けて良かった、○○
医師に会えて良かった」と
感じて頂けるよう、最上の
サービスを提供出来るよう
日々心がけておりますの
で、ご愛顧の程よろしくお
願い申し上げます。

図 3: 脳卒中の種類
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あなたは大丈夫？症状チェックリスト




